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一　伝統文化の重視と今日的な教育実践課題

　戦後約60年ぶりに改正された新教育基本法・学校教
育法では「伝統と文化」の尊重が明記され、義務教育
の目標・学力の3要素等が明示された（習得・活用・
探究、主体的な学びの意欲と習慣化等）。
　これらを受け、新学習指導要領（国語科）では新た
に［伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項］が
新設された。この授業化をめぐり、小学校から中・高
校と生涯にわたって「伝統的な言語文化」に「親しむ」
態度や「読む、書く、話す聞く学力」との学習と相互
に関連させた構造的・系統的な授業・指導技術、教
材・評価開発等が緊急の実践課題として求められてい
る（注１）。
　一方で、こうした学習は教育基本法改正の経緯や
「愛国心」「道徳教育の重視」等との関連から、国家主
義的な古典教育の復活、時代によって創られた日本的
伝統や特定の価値観、古典の押しつけ等との批判が一
部では語られている。教育基本法改正についての様々
な立場からの賛否・論争や解釈も語られている（注２
～４）。

二　伝統文化・「習得・活用」の授業開発

―「竹取物語」のテキスト形式をめぐって―
　本稿は、以下１～８の研究構想の中で「伝統的な言語
文化と国語の特質に関する事項」の何をどこまで教え
どう評価するのか、小中学校（高校）との学びの系統性
や評価（規準・基準）、授業・評価開発について「竹取

物語」の授業開発（学習シート）や古典テキスト（表
現）形式の試案等を例に論ずるものである。
１  、戦後約60年ぶりに改正された新教育基本法・学校
教育法他における伝統文化の重視と、国語科［伝統
的な言語文化と国語の特質に関する事項］の扱いに
ついての理論的な提言を、いくつかの観点から行う。
２  、「言語活動の充実」と「伝統と文化」の尊重、全教
科の基礎・基本（習得）との関係等、各教科の特性
を踏まえながら、それらがどのように社会・英語・
理科・家庭科・図工（美術）・体育等の教科の授業化
と関わるのかという視野から検討する。
3  、「生きる力」・課題解決能力につながる活用の学力、
すなわち「思考・判断・表現力等の学力」の育成と
いう新学習指導要領での重要実践課題の観点から検
討する（習得・活用・探究と伝統的な言語文化）。
４  、日本人としてのアイデンティティ（存在の固有性
や根拠、独自性）の獲得と、言語・文化伝統・感性、
異文化社会との豊かな関係等の関係から検討する。
５  、文化的な価値目標（及び技能目標・言語技術）の
「枠組み」から国語科学習の目的・評価・指導過程・
授業技術等を構造的にとらえ直す契機とする（「言語
の教育」（言語技術）という立場からの検討と提案）。
6  、目標・評価を明確にした「国語科古典授業・評価
システム」の開発と提案。小中・高校までの「系統
的な学習システム」の開発を通して、日本文化・日
本人としてのアイデンティティや思考・発想形式等
を見直し現代に活かすという観点からの授業開発を
行う（注５）。
７  、１000年以上前に書かれたとされる「竹取物語」は
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世界的に優れた文学作品の一つであり、現代に生き
る豊かな価値（普遍性・批評性）を持っている。新
国語科教科書では小学校５・6年、及び中学校でも教
材化されている。本稿では言語技術の観点から実践
的な授業モデル（学習モデル）の開発と提案を行う。
８  、古典における「テキスト（表現）形式」の特性を明
らかにするための試案を提示する。これにより、古
典教材指導の中核と周辺、系統的な教材開発（単元
構想、教科カリキュラム）等への視野が鮮明になる。
同時に、これは論理的文章指導における「テキスト
（表現）形式」である「説明・記録（観察）・報告・
論説・評論・鑑賞・批評等」の位置を対比的に（重
なりや相互性も）明らかにすることにもつながるは
ずである。

三　言語力と主体性、批評的精神を育てる

１、言語文化と国語科の役割の重要性
　「言語文化とは、我が国の歴史の中で創造され、継承
されてきた文化的に高い価値を持つもの」「古代から現
代までの各時代にわたって、表現し、受容されてきた
多様な言語芸術や芸能」、伝統や文化についての深い
理解は「他者や社会との関係だけではなく、自己と対
話しながら自分を深めていく上でも極めて重要」（新学
習指導要領国語科解説等、注１）とも語られている。
　国語科の役割については、言語力育成（国語科学習）
＝文化・歴史、感受性や発想・思考・判断の基盤（型）
を成すもの・・・文化や民族・歴史そのものであり、
小学校低中学年から「古典等の暗唱による言葉の美し
さやリズムの体感」「和歌・物語・俳諧、漢詩・漢文等
の古典や物語、詩、伝記、民話等の近代以降の作品」
に触れることが明記されている。
２ 、「文化的な価値目標」からの授業観・再考
　民話（神話）や物語・日記・随筆・記録、あるいは
伝記や故事成語等の「選択された言葉と構成・表現の
スタイル（テキストの表現形式）」、年中行事や生活様
式・季節への感受性や美意識等に込められた伝統的な
意義や重要性を学ぶことは、言語と感性による自己・
他者・異文化理解の基礎・基本である。
　日本人の精神と思考の骨格、発想形式（型）等を創っ
てきた伝統的な言語文化を学ぶことは（平安朝に一つ
の成熟を迎えた）、過去への回帰や郷愁・知識教養主義
ではなく、複雑な現代情報社会を生きる子どもたちに
現代と未来を生きるための学力と日本文化・日本語の
構造と位置、それらをどう解釈し自分の生き方に生か
すかという主体的・批評的精神を鍛えることである。
　これは言い換えると、文化的な価値目標（及び技能
目標・言語技術）の枠組みから国語科学習の目的・評
価・授業技術・指導過程等を構造的にとらえなおすこ
とであり、国語科「技能目標と価値目標」の相克、「系

統的学力指導重視と人間性・社会性育成（スキルか生
き方指導か）」といった戦後以降の、振子のように揺れ
てきた教育課題の実践的再構築の契機にもなることで
ある。

四　言語の教育と「伝統的な言語文化」の枠組み

１、「文化的・歴史的な枠組み（垂直的思考）」設定
　「教育内容に関する主な改善事項」（注１）で「伝統
や文化に関する教育の充実」が示されたことは、これ
までの言語教育に文化的・歴史的な価値目標の「枠組
み」が設定されたことととらえることができる。
　これまでの言語教育（国語科）でつける学力目標と
評価観という面から見ると、「読む・書く・話す聞く、
言語事項（言語の知識等）」の3領域１事項は各指導事項
領域間の関連は重視されながらも、ややもすると「水
平的並立的に」解釈・指導されてきている傾向が強い。
今回の改訂国語科では言語教育を、いわば垂直的（歴
史的文化的枠組み）にもとらえ直す枠組みに活かすこ
とができる。戦後以降の言語教育、授業観・教育観等
の内実と方法等を再構築する一つのよい契機である。
２ 、三つの言語機能（言語レベル）と国語科学力
　言語はコミュニケーションの方法や認識・思考形式
であるともに、アイデンティティそのものであり、そ
れぞれの国や民族固有の伝統や文化・歴史の背景とい
う厚みを持っている。国際化・グローバル化のなか、国
語科指導だけでなく小学校の外国語教育（英語）での
伝統文化重視、保健体育科における武道、社会科・地
理分野における都道府県名の指導、家庭科・理科等で
の授業で、こうした「言語活動の充実」「伝統と文化」
の尊重をどう授業化するのかが課題である（注５）。
　例えば、外国語学習でコニュニケーションスキルや
発音・文法等は熟達したが、伝える内容（自分の考え・
解釈・判断力・主張等）が希薄なままでは新課程に対
応した学習とはいえない。言語の機能論説は多いが、
ここでは大きく三つの機能から考えることにしたい。
（１�）言語は自己と他者（世界・情報）とのコミュニケー
ション技術。言語と非言語情報の理解、それらの習
得・活用、探究の学習モデルが必要である。

（２�）認識や思考・判断力・創造・発想・論理等の方法
や形式としての言語。複雑で多様な「情報」を主体
的に判断・選択、構成・発信、批評する言語技術の
授業モデル学習が必要である。

（3�）民族や国家、自己の発想や思考形式（型）、伝統・
歴史・アイデンティティそのものとしての言語。言
語や表現形式（テキスト形式）・コンテクスト・コー
ド、個人の思いや立場、感受性や生き方、民族・国
家の伝統や歴史・文化認識力に関わる指導。

　これまでは、（１）のような「伝え合う」活動や断片的
な技術が強調され、その内実を支える（２・3）のよう
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な国語科学習は十分ではなかった。例えば、「自分の考
え・解釈を持つ」「論理的に説明・要約・引用できる」
「条件に合わせてレポ―ト（報告）や論文、批評等がま
とめられる・評価改善できる」等の学習と評価、ある
いは「発表や報告のときの判断力や感受性（感性・発
想の評価）、説明力の質・特質の評価」といった主体的
な判断力や批評能力に関わる学力の面、さらにはこう
したことを生かした読書力等につながる系統的な学力
育成、授業開発、授業技術等が十分ではなかった傾向
がある（注3・５）。
3 、「伝統的な言語文化」国語科授業開発への視点
　新学習指導要領では「伝統的な言語文化」の対象と
して ｢昔話や神話、伝承など｣（１・２年）「易しい文語
調の短歌や俳句」「ことわざや慣用句、故事成語など」
（3・４年）「親しみやすい古文や漢文、近代以降の文語
調の文章」「古典について解説した文章」（５・6年）「文
語のきまりや訓読の仕方」「古文や漢文」（中学１～3
年）等が提示されている。これらの内容を踏まえなが
ら次のような枠組みで、各学年で螺旋的に繰り返し、
シンプルで系統的な授業づくりと評価を考える必要が
ある。
（１ ）漢字（語彙）と平仮名は日本人の思考と判断・表
現を形づくる基礎。古語、大和言葉、文法等の授業。

（２ ）敬語や言葉使い（言葉のきまり）は人間関係の距
離の「正確な」認識と判断力、それにふさわしい言
語力（コミュニケーション技術）の学習。述語に判
断を表現する日本語の特質、社会・人間関係の中の
言語表現の特質を踏まえた授業開発の工夫が必要。

（3 ）諺・故事成語・慣用句・漢詩文等は日本人の精神
の骨格・思考や発想の型を形成した「漢文脈の伝統」
＝言語文化と思考方式等を学ぶこと。掲示やクイズ
形式、自分の生活経験を語る報告・解釈等で楽しい
学習にすると効果的である。

（４ ）平安朝に一つの成熟を向かえた古典（物語や随筆、
日記、記録・ノンフィクション等）の学習は日本人
の感受性の型、女性作者による表現技術の拡大（＝
和文脈の伝統）、記録・随筆の方法理解等が重要であ
る。（授業モデルでシンプルに）

（５ ）民話や伝承・神話（世界の民族の知恵と生き方、
記録）。民族の知恵、記録の読み方の授業モデルを。

（6 ）これまでの文学教材・説明文教材等の学習が「伝統
的な言語文化」の学習に生きる習得・活用力へ。重
なる部分と重ならない部分の明確化で系統的指導と
評価、関連を生かした授業や読書力育成ができる。

五　「伝統的な言語文化」を活かす言語技術

（資料１～3及び、授業開発・学習シートを参照）
　国語科における「伝統的な言語文化」の言語技術は
漢字や語彙力・敬語等「国語の特質に関する事項」と

セットで考える必要があるが、ここでは古文の言語技
術に絞りポイントを5点提示する。何より楽しく論理
的に教え、批評的に「自分の考え」を持たせることが
重要である。
１ 、言語力・言語活動・学びの系統性の明確化
　何を教えるのか（到達目標・評価基準）、児童生徒は
どうなればいいのか、特に質的評価を明確にし「言語
活動」でつける学力の評価規準（基準）を明確化する。
学年・発達段階を考慮した授業開発・学習シート等。
２ 、音読の技術（範読・斉読・指名読み等）（注６）
　古典（古文、漢詩・漢文）は主に音読で伝わった歴
史的経緯がある（「源氏物語」音読説）。音読のリズム
は時代の価値観や生活様式、当時の日本人の思考の
型・発想を示すもので、範読による音読指導が重要で
ある。範読の重視で音声・リズムによる思考・発想の
型の学習が可能である。例えば、諺や慣用句・いろは
歌、和歌・俳諧等の五七調・七五調と日本語のリズム、
枕草子・平家物語や方丈記・漢詩等の冒頭・表現スタ
イルと構成等である。
3 、暗唱・朗読の技術と解釈（注７）
　作品の文化的歴史的な意義、現代に通ずる価値のポ
イント、テキスト形式の特質を踏まえた音読・暗唱（朗
読）がより効果的である。例えば、「枕草子」（春はあ
けぼの）や「平家物語」冒頭等である（詳細は省略）。
４ 、古文の魅力を「論理的に」教える五つのポイント
　古文の魅力と学び方を楽しくシンプルに教え、生活
経験や知識・各教科学習と結びつけて「自分の考え・
解釈」をもたせるためには、音読や暗唱以外に、伝承
や民話・小説（物語）・随筆・論理的文章・記録の読み
方等（基礎・基本の「習得」）がわかっているとより効
果的である。古文は現代文の読み方を応用した指導が
可能である（注５）。
（１�）テーマ・構成・中心人物、優れた表現等の読み方
等（習得型学習。基礎・基本モデル学習）
　基礎学習では「竹取物語クイズ」等の形で古典語の
特色・貴族の一生・結婚と幸福観等を扱う。基本モデ
ル学習では状況設定の方法・場面構成・中心人物の変
化（はじめと終わり、そのきっかけ）・テーマの意義や
解釈の仕方・優れた表現の読み方（描写・語り、記録
の技術、象徴的なイメージ）等のポイントを扱う。
（２）省略されている要素の選択と指導（習得型学習）
　① 時代の常識的な価値観の指導。当時の人々の生き

方や考え方や男女の一生・願いや理想・信仰等。
　② 当時の美意識・感性の指導。和歌や随筆等では、

表現の前提（その時代の常識的な価値観）が書か
れていない構造のため、これらと対比しないと作
者・筆者のメッセージの意義や発見の新しさ・個
性等が理解しにくくなる。

　③ テキスト形式・表現を支えている背景（身分社会
制度や地位、職業、教養等の意味）。出自や血筋
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等で一生が決まる世界で何に苦悩し、どう生きた
か。

　有識故実や時代背景・知識を高校のように教えるべ
きではないが、例えば『枕草子』の「春はあけぼの」
の発見と文体の魅力は、時間帯も含めて「春秋の優劣」

が常識的な自然観の時期に、四季それぞれの時間帯に
それぞれの美しさがあること（感受性）を提案したこ
と、それを独自な省略の利いた詩的な構成と文体で表
現したことに大きな意味がある。これらは後の美意識
に影響を与え一般化してきた。

資料１　「テキスト（表現）形式」と「伝統的な言語文化（古典）」授業開発�【試案】（２0１１.�9）

作品ジャンル 作品例 テキスト（表現）形式の特色 到達目標（評価規準）と
説明文・文学教材の関係性 指導の系統性

神話
伝承（民話）・
昔話

・古事記、日本書紀
・かさこ地蔵、大きなか
ぶ、三年とうげ、木か
げにごろり等

１、国家や民族の成立と歴史
２、古代の英雄物語（神話）
3、民族の知恵や文化、記録
４、無名の民衆の知恵や生き方、
論理等の表現（伝承）

５、個人の「神話」創造と現代

１、テーマの理解
２、人物像の象徴的な意味
3、構成・ストーリー展開、面
白さとメッセージ

4、自分の考え・解釈を持つ
 　（文学・説明文との重なり）

幼稚園、
小学校１・２年～
（3・４・５年）

・聖書やユーカラ等の世
界の神話・伝説、伝承

詩歌
和歌（短歌）・
俳句
（紀行文）

・万葉集、古今・新古今
和歌集等の詩歌集

・百人一首
・漢詩（杜甫、李白、白
居易）

・奥の細道（俳句）

１、感動、祈りの集中的表現
 　（叙情詩、叙事詩、劇詩）
２、自然・恋愛・死者への追悼離
別、為政者賛美、歴史や運命、
貧困等のテーマ

3、限定された音数律、リズムと
形式、3音4音の組み合わせに
よる五七調・七五調

１、読む楽しさと発見、共有
２、読み方のモデルと方法
3、テーマ（感動の中心）の理
解と自分の経験、解釈

４、優れた表現技術や形式の
（描写や語り、構成他）
５、自分の経験や既知の情報
6、自分の考え・解釈

幼稚園、
小学校１・２年～
小学校3～6年
中学・高校

歴史・記録としての詩歌
生の輝き、瞬間の表現

物語・小説
（歌物語）

・源氏物語、竹取物語
・伊勢物語、大和物語
　（平家物語）

１、フィクションによる創造（宮
廷小説、心理と真実）

２、永遠の真実と描写、語り、構
成による人間批評

3、「歌」=感動や関係表現のエッ
センス、語りとの組み合わせ
による「歌物語」

１、物語（創作童話）と小説の
読み方の違いの理解

 　「ごんぎつね」と「海の命」
２、語り手（報告者、中心人
物）の役割と効果の理解魯
迅「故郷」他

3、主体的な読書力育成

小学校3～6年
中学・高校

古代物語の枠組み、貴族
社会における心理小説
（宮廷小説）から市民社会
（近代小説）へ

随筆・エッセイ
（日記）
（紀行文）

・枕草子、徒然草
・蜻蛉日記、和泉式部日
記等の日記文学

・奥の細道（紀行）

１、「論理的な思考・考察の断片
（試論）」としての随筆

２、文学的感覚的随筆と論理的記
録的な随筆がある

3、記録、分析、主張と描写、エ
ピソード、語り、構成等の技
術と効果

４、自分でエッセイを書く

１、小説と論理的文章の二つ
の特性を持つジャンル

２、構成の枠組みは論理的、
エピソードの選択と構成、
描写や語りは文学的技術

3、向田邦子がモデルになる
 　「字のないはがき」
 　「ごはん」等。

小学校3～6年
中学・高校
・大岡信
　「言葉の力」、
・寺田虎彦他
・「水の東西」
　高校論説文他

・エセーやパンセ等「思
考・考察の断片」とし
ての随筆、文学的感性
的随筆の２タイプ

記録、伝記、
ノンフィクショ
ン、歴史

・方丈記
・平家物語等の記録
　（大鏡）等

１、事実・生き方の記録と表現
２、歴史の証言とメッセージ、状
況と人間性の真実

3、20世紀におけるドキュメン 
タリー、ルポルタージュ、
フォトエッセイ等

１、身近な家族や友達の中に
「輝かしい生」を発見
２、歴史的な偉人の伝記教材
「手塚治虫・伊能忠敬・宮
澤賢治」等の増加と授業化

3、生き方・価値観の育成

小学校４～6年
中学・高校

・史記、論語（言行録）
・障害や難病を持った方
の生きた記録と伝記

故事、格言
・故事成語、ことわざ、い
ろはうた、慣用句（百
人一首）等

１、日本人の発想、思考の一形式
（型）、和文脈と漢文脈

２、リズムの親しみ、言語とコ
ミュニケーション力等

１、楽しく生かし方教える
　（語彙力、思考力を育てる）
２、生き方の型や感受性
3、読書力や判断力へ

幼稚園、
小学校１・２年～
小学校3～6年
中学・高校・マザーグース他

演劇（落語、茶道）
芸能文化

・歌舞伎、能、狂言、
　（落語、茶道、華道）

１、庶民向けの人生の教科書
２、「型」による思考・関係・生
き方の表現形式の一つ

１、親しみと読み解き方を
２、日本人独自の「型」
3、身体感覚と動き、笑い他

小学校１・２年～
小学校3～6年
中学・高校・シェークスピア他
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資料２　「伝統文化」（古文）の授業開発・学習シート―「竹取物語」（中学校編）―



佐藤 洋一 ・ 有田 弘樹
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資料3　「伝統文化」（古文）の授業開発・学習シート―「竹取物語」（小学校編）―



佐藤 洋一 ・ 有田 弘樹
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　また、古代歴代天皇で初めて火葬を選んだ持統天皇
の「春過ぎて夏来るらし白妙の衣したり天の香具山」
（万葉集）では、あえて初夏という季節を選ぶ発想、
神が降り立った香具山伝説と結びつけられた場所の選
択、立体的空間構成、色彩、風の描写等がポイントで
ある。
（3�）場面、人物・表現・テーマ等と「自分の考え」、音
読や報告・紹介等の形で発表（活用型学習。自分の
考え・解釈を持ち発表、交流等のモデル学習）
　「思考・判断・表現力」等の評価は、習得の正確な理
解レベル・自分の生活経験や既習情報との対比・論理
的な説明力や語彙力・個性的な着眼点・資料の活用等
によって可能である。
（４�）古文の魅力に気づかせ、読み方のモデルを「活用」
して口語訳で読ませる。学年や関心にあった図書紹
介等（活用型学習。習得から活用へのモデル学習）

（5�）古文特有の絵巻きや図表の構図・描き方の読み方
のポイントを教える（習得型・活用型学習。古文特
有のモデル学習、情報リテラシーの一環）
5、授業モデル（学び方の「型」）開発の一視点
（１）伝承物語（民話）の知恵と構成、言葉の魅力
　音読や暗唱によって楽しく学び親しみ、そうした学
習を主体的な読書意欲や調べ学習等にリンクさせるた
めには学びのステップが必要である。特に、限られた
授業時数で授業化するためには小学校高学年・中学高
校への「学びの系統性」という観点から、民話（伝承）、
古典・漢文等特有の要素を生かした「授業モデル（学
び方の型）を教える」習得型学習の開発が大切である。
　例えば、「かさこ地蔵」「おおきなかぶ」「三年とう
げ」「木陰にごろり」「吉四六話」等の民話（伝承）の
授業開発は以下の５つの特質（テキスト形式）を生かし
た授業化が重要である。なお「スイミー」（レオニ作）
も同じ伝承物語の方法・構造による現代物語である。
① テーマは人生（民族）の「知恵や勇気・協力、賢さ
等（優しさや信仰心等）」であることを教える。
② 初めと終わりで「中心の出来事」が変化する、その
契機（事件・出来事）は１～２つであることを教える
（人物が段階的に変化するのは「物語・小説」等）。
③ ストーリー展開（構成）の工夫・意外な面白さに気
づかせる（事件の展開・順序、エピソードの構成）。
④ 言葉の繰り返しやリズムの面白さに気づかせる（伝
承文学らしさ、生活・労働、魂のリズム等）。
⑤ 背景になっている知識を教える＝伝統文化に関わる
部分、長寿信仰、賢者（少年、老人や知恵有る人）。
例えば、「かさこ地蔵」では日本人と地蔵・お正月信
仰、お餅（もちこ）にこだわる等の日本的文化の意
味を教える。

（２）『平家物語』・「生の輝き」を語りと描写で
　『平家物語』の魅力は「滅ぶ運命にある人間の中の
『生の輝き・人間性』の発見（極限状態の人間性、親子

の情や主従関係の誠実さ、時代を読み誤まることの悲
劇等）」がテーマであることが重要である。安易に「無
常観」「日本人特有の滅びの美学」と語ると「敗者の記
録をなぜ読むのか」と生徒は疑問を持つことがある。
　また、緊迫した人間関係、立体的な空間時間描写、
行動の意味と解釈等「語りと描写の優れた表現力」が
重要な指導事項である。語りの部分と会話・行動描写
の読み方は小説・物語や随筆の読み方の技術と重なる
ので、それを生かした授業化、読み方を教え「自分の
観点から考えを持たせる」学習が有効である（注８）。

まとめにかえて

―言語技術と「伝統的な言語文化」の教育―
　小学校6年、中学校3年の各最終学年ではそれぞれ
の授業目標が「昔の人のものの見方や感じ方を知るこ
と」（小6）、「古典の一節を引用するなどして、古典に
関する簡単な文章を書くこと」（中3）等と記されてい
る。しかし、「知る」「簡単な文章を書く」（「親しませ
る」）だけで終わってしまっていいのか。学力や態度・
意欲等の評価の扱い、教師の授業力の評価・改善等が
小中学校における系統的指導、教育の公的責任の観点
からも重要である。
　古典教材による学習を通して、児童生徒達が学ぶ楽
しさや意義を自覚し現代につながる普遍的な価値観を
発見し、自分の生き方や考え方・感じ方等を見直すこ
とができること（学力育成と人間性・感性や価値観育
成）につながる古典指導を開発していく必要がある。
　そのためには、これからの国語科授業では以下に示
すような観点からの授業・評価開発が求められる。巨
視的な言い方をすれば、これらは戦後授業研究（評価）
論の再構築の一環ということができると考えている。
（１）古典の楽しさ・学ぶ意味を「全員に楽しく」
　古文・漢文を読む楽しさと魅力、学び方の基礎・基
本（習得型学力）を全員に楽しく教える。「自分の考
え・解釈」を持つ技術、言語化し伝えるために「書く、
まとめる、引用、要約、考察」できる学力を育てる。
（２）「伝統的な言語文化」における言語力の位置
　［伝統的な言語文化と国語に関する事項］の授業と到
達目標・評価基準としての「言語技術」の関係を明確
にする。古典教材の読解や解釈（活動）に終始せず、
古典を味わいながら論理的に「読み解く」「自分の立
場から書く・まとめる」「発信・交流」できる言語力、
読書力・批評能力等の育成が必要である。
（3）3領域と「伝統文化」でつける学力、相互性
　古典＝文学教材指導という常識的観念があるが、
「テキスト形式」（表）で示したように論理的な文章の
技術（言語技術）による古典教材も多いのが実情であ
る。例えば、日記・伝記・記録・歴史等の教材である。
　「話す・聞く」「読む」「書く」学力育成の3領域で指
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導評価すべき学力と［伝統的な言語文化と国語に関す
る事項］での相互関連や重なりを明確にした、系統的
な授業構想が必要となる。
（４�）習得型学力（基礎・基本）から活用型学力につな
がる「学びの系統性」「授業構想」の明確化
　「伝統的な言語文化と国語に関する事項」の授業化で
の「習得型学力（基礎・基本）」とはどんな学力や学習
なのか、活用とはどうなればいいのかいう観点からの
段階的な指導過程・単元構成論の提案が必要である。
（5�）教材における「テキスト（表現）形式」の特性を
踏まえた具体的な授業技術・指導過程論等の提案
　「3」の観点と重なるが特に、古典各ジャンル固有の
特質・表現構造を踏まえながら、国語科における文学
教材（詩歌・民話・物語・小説教材等）・説明文（論
説・評論・批評等）・伝記（記録）・随筆教材等の学習
との関連や重なりと古文・漢文固有な要素の整理等が
求められる。「テキスト形式」（表）はこうした新しい
指導論を拓くためのステップ（試案）である。

　稿者はこれまでも「竹取物語」「枕草子」「平家物語」
等を扱った授業（中学生対象）や模擬授業を交えた講
演等を行ってきた（注９）。今後はより具体的で系統的
な各教材毎の「授業モデル」「段階的な学習シート」等
の開発、小中（高校）における実践による検証を通じ
て提案していく予定である。

注記
１ 、「小学校学習指導要領解説 国語編」（文部科学省２00８年８月）、
『平成１９年度文部科学白書』（同２00８年４月）、「中央教育審
議会―審議のまとめ―」（２00７年１１月７日）、『小学校・中学
校学習指導要領解説国語編』（同２00８年８月）等。

２、市川昭午『教育基本法改正論争史』（教育開発研究所２00９
年）、『教育基本法改正案を問う（教育学関連１５学会）』（学
文社２006年）、『新・教育基本法改正案を問う（同１５学会）』
（同２00７年）、藤田英典他編『なぜ変える？教育基本法』（岩
波書店２00７年）、『２00８年度版学習指導要領を読む視点』（白
澤社発行・現代書館発売２00８年）等。

3、佐藤洋一「戦後教育は終わった―伝統的な言語文化重視―
特集・戦後の「教育論争」から何を学ぶか―」『現代教育科
学　２0１１年１１月号』（明治図書）。

４、松本健一・竹内修司他『占領下日本』筑摩書房２00８年）、菱
村幸彦著『戦後教育はなぜ紛糾したか』（教育開発研究所
２0１0年）、藤原正彦著『日本人の誇り』（文春新書２0１１年）、
秋尾沙戸子著『ワシントンハイツ・ＧＨＱが東京に刻んだ
戦後』（新潮社２00９年）、浜野保樹『偽りの民主主義』（角川
書店２00９年）等。

５、佐藤洋一編著『国語科「習得・活用型学力」の開発と授業
モデル１～４』（明治図書２0１１年１0月）。

6、左近妙子「昔話・神話・民話の読み聞かせ―古典の読み聞
かせ6ポイント―」『国語教育２0１１年１月号　特集古典で身
に付けさせたい国語学力』（明治図書）。

７、音読・朗読の指導と評価にはレベル・段階があるが混乱した
まま活動に流れている実践が依然多い。言語力・評価基準を

明確にして、解釈・音読のレベル（段階）を考えることが
重要である。（１）声に出す音声化レベル（姿勢態度、口形、
音量、本の持ち方など）、（２）正確に読むレベル（場面や段
落の意味のまとまり、内容理解、速さ、読み間違いなくす
らすらと等）、（3）解釈の音声化表現レベル。特に間の取り
方と主要概念やキーワード、人物像や描写などの読み方＝
授業モデルの習得の活用）、（４）朗読・群読は個性的（芸術
的）な表現技術であり「習得・活用」の学習や評価にはな
じまないと考えられる。

８、蔭山江梨子「日本文化・思考の型を楽しく―『平家物語』
「扇の的」を例に―」（注6に同じ）、他に上横手雅敬『平家
物語の虚構と真実（上下）』（はなわ新書１９８５年）等。

９、「楽しくわかる古典の学習」（愛知県東海市立富木島中学校２
年４組で実践、２00８年１0月30日）等。

主な参考文献
１ 、教科教育百年史編集委員会編『原点対訳米国教育使節団報
告書』（建帛社１９８５年）、教育基本法研究会編著『逐条解説
改正教育基本法』（第一法規２00７年）、日本教育方法学会編
『日本の授業研究（上下）』（学文社２00９年）等。

２、ハルオ・シラネ他編『創作された古典』（新曜社１９９９年）、
中村真一郎『王朝物語』（新潮社１９９８年）同『源氏物語の
世界』（新潮社１９７１年）同『色好みの構造』（岩波書店１９８５
年）、渡辺実『平安朝文章史』（筑摩書房２000年）同『枕草
子』（岩波書店１９９２年）、山口仲美『日本語の古典』（同２0１１
年）、西郷竹彦『増補合本　名句の美学』（黎明書房２0１0年）
等。

3、石川九楊『「二重言語国家・日本」の歴史』（青灯社２00５年）、
井上ひさし『日本語教室』（新潮社２0１１年）、小長谷有紀編
『「おおきなかぶ」はなぜ抜けた？』（講談社２006年）、小森茂
『なぜ「言語活動の充実」なのか』（明治図書２0１１年）、難波
博孝『母国語教育という思想』（世界思想社２00８年）、ゼッ
クミスタ他『クリティカルシンキング（上下）』（北大路書
房１９９6年）、『芸術新潮２0１１年９月号 特集・ニッポンの「か
わいい」』（新潮社２0１１年）等。

４、日本言語技術教育学会編「『伝統的な言語文化』を活かす言
語技術」『言語技術教育１８』（明治図書２00９年）同編「『伝統
的な言語文化』を深める言語技術」『言語技術教育１９』（同
２0１0年）、『国語教育２00８年１２月号　特集「伝統的な言語文
化」の授業づくり』（同２00８年）、市毛勝雄編『「伝統的な言
語文化」を教える１～3』（同２00９年）、大森修編『楽しい伝
統的な言語文化の授業づくり（１～6年）』（同２00９年）、全国
漢文教育学会・謡口他編『漢詩・漢文なるほどエピソード＆
ゲーム集』（同２006年）、石塚修『小学校・知っておきたい
古典名作ライブラリー3２選』（同２00９年）、有田和正編『社
会科で育てる新しい学力２　伝統・文化の継承と発展』（同
２00８年）、田中洋一編著『国語力を高める言語活動の新展開
<伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項>編』（東洋
館出版社２00９年）、大熊徹他編『小学校国語「伝統的な言語
文化」の授業ガイド』（同２00９年）、中村哲編集『伝統や文
化に関する教育の充実』（教育開発研究所２00９年）、人間教
育研究協議会編『教育フォーラム４２伝統・文化の教育』（金
子書房２00８年）等。

  （２0１１年９月１6日受理）


